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生
田
長
江
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

小
説
『
火
口
に
立
つ
。』
出
版
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
in 

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

小説にかけた思いを語る松本さん
　

3
月
17
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
小
説

『
火
口
に
立
つ
。』
出
版
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
小
説
「
生
田
長
江
」
を
出
版
す

る
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
私
た
ち
の
〝
今
〟
と

生
田
長
江
」
を
テ
ー
マ
に
、
著
者
の
松
本
薫

さ
ん
が
執
筆
の
背
景
を
語
っ
た
ほ
か
、
ま
る

や
ま
か
よ
こ
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
に
は
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
、小
説
に
登
場
す
る「
リ
バ
テ
ィ

食
堂
」
を
1
日
限
り
で
再
現
。
小
説
内
に
登

場
す
る
カ
レ
ー
や
コ
ロ
ッ
ケ
が
振
る
舞
わ
れ
、

来
場
者
の
舌
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

希
少
で
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
々

福
寿
草
ミ
ニ
ミ
ニ
観
察
会

鮮やかに咲き誇るミチノクフクジュソウ
　

3
月
30
日
と
31
日
の
2
日
間
、
中
菅
地
区

で
、
福
寿
草
ミ
ニ
ミ
ニ
観
察
会
（
福
寿
草
を

守
る
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ミ
チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
、
鳥
取
県
で

は
固
体
数
が
少
な
い
た
め
、
特
定
希
少
野
生

動
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
菅
地
区

は
県
内
で
一
番
大
き
な
自
生
地
で
、
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

30
日
に
は
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
青
空
の
中
、

大
山
自
然
歴
史
館
の
矢
田
貝
繁
明
さ
ん
の
解

説
会
も
開
催
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
め
ず
ら

し
い
花
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
ミ

チ
ノ
ク
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
を
観
察
し
て
い
ま
し

た
。

新たな旅立ちの一歩を踏み出して―。
日野学園で卒業式

◀卒業生代表の川上さん

　3月 8日、日野学園で卒業式が
行われ、13 人の生徒が新たな門
出を迎えました。
　義務教育学校日野学園となって
から始めての卒業式。卒業生代表
の川上柾斗さんは、在校生に向け
「皆さんなら、始まったばかりの
日野学園をさらにすばらしい学園
にできると思います」と、答辞を
述べました。
　最後は全校児童生徒がアーチを
作り、卒業生を明るく送り出しま
した。



▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）
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黒坂地区の活性化、ソフトテニス振興をたたえる
　

県
内
の
地
域
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す

る
、
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
・
日
野
町
の
部
の
表
彰
式
が
、
3
月

25
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
に
黒
坂
フ
ェ

ス
タ
の
会
（
梅
林
敏
彦
代
表
）
の
皆
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
功
労
賞

に
長
谷
部
正
人
さ
ん
（
黒
坂
）
の
２
組
が
選
ば
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

町なかの空き地・空き家や旧黒坂小学校
を活用し、毎月さまざまなイベントを開
催。町外からも多くの参加者が集い、リ
ピーターが運営に参加するなど、関係人
口を創出しました。また、日野高校生の
地域活動チームみらいずのサポートな
ど、新たな住民団体の活動参加を促し、
黒坂地区の活性化に貢献しました。

黒坂フェスタの会
《地域貢献賞》

黒坂ジュニアソフトテニスクラブの指
導者として青少年育成に励み、児童を
全国大会出場に導きました。現在も日
野郡ソフトテニス協会の会長、鳥取県
ソフトテニス連盟の役員を務め、地域
のみならず、全県にわたってソフトテ
ニス振興に寄与されました。

長谷部　正人さん
《スポーツ文化功労賞》

　11 月 11日にお披露目
した「味噌だれ」。これを
使用した「牛すじ味噌お
でん」の試食会を、3月
5日に行いました。
　前日から 2.5kg の牛す
じの塊をさばいてよごれを洗い流し、あくをとりな
がら 90分下ゆで。元気邑のこんにゃくと近所の方
からいただいた大根を加えて煮込みました。
　「一味をかけたらもっとおいしいぞ」「ゴホゴホ！
かけすぎたわ」とにぎやかな笑い声が絶えませんで
した。「牛すじがやわらかくて感動した」「優しい味
でよかった」との声が多数でしたが、「牛すじの味
がもう少し濃くても」と言った感想もあり、今後改
良を加えながら「菅福の味」にしていきます。
　お手伝いしていただいた皆さん、本当にありがと
うございました。

担当地区：菅福
佐々木 良明佐々木 良明
SASAKI RYOUMEISASAKI RYOUMEI

集落支援員
だより

町
内
外
へ
、
つ
な
が
り
広
が
る
「
縁
」
の
輪

黒
坂
フ
ェ
ス
タ
「
ネ
ウ
ク
ロ
文
化
祭
」

　

3
月
17
日
、
黒
坂
フ
ェ
ス
タ
「
ネ
ウ
ク
ロ

文
化
祭
」
が
、
旧
黒
坂
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
鉄
道
写
真
の
展
示
や
鉄
道
フ
ァ

ン
の
自
作
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
、
鉄
道
好
き

も
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
シ
イ
タ
ケ
収
穫
体
験
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、
普
段
よ
り
も
規
模

の
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
に
。
町
外
か
ら
も
多
数

の
出
展
者
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
外
、
県
外
の
人
も
多
く
関
わ
り
、
地
元

の
人
や
参
加
者
同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
多
く
の
交
流
の
輪

が
広
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

地元のシイタケ農家さんで収穫体験！


